
昭
和
敗
戦
後
の

囎
翻
融
蘇
に
関
す
る
二
、
．
三
の
管
見

白

禾

進

始
め
に
 
占
領
下
の
日
本
の
教
育

一
、
国
語
・
国
字
の
変
革
論

二
、
国
語
表
記
に
関
す
る
一
連
の
改
革

三
、
磯
凝
硝
国
内
・
国
外
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
種
々
相

始
め
に
 
占
領
下
の
旧
本
の
教
育

 
昭
和
2
0
・
8
・
1
4
の
正
午
、
最
後
の
御
前
会
議
が
終
っ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

を
受
諾
し
た
の
で
あ
る
。
 
「
終
戦
ノ
詔
団
円
」
は
こ
の
日
で
た
が
、
一
般
国
民
は

翌
1
5
日
正
午
の
玉
音
放
送
で
始
め
て
敗
北
を
知
る
。

 
こ
の
a
限
り
日
本
は
連
合
国
の
支
配
下
に
入
り
、
直
接
的
に
は
米
・
英
・
ソ

・
華
の
四
国
が
占
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
、
ソ
．
華
は
事
情
に
よ
り
進
駐
を

中
止
、
ま
た
英
連
邦
豪
州
軍
は
呉
を
中
心
に
一
時
駐
留
し
た
が
、
や
が
て
撤
退

し
た
の
で
、
結
局
日
本
を
占
領
し
統
治
し
た
の
は
米
軍
で
あ
り
、
米
国
で
あ
っ

た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
 
 
 
！

 
8
・
3
0
、
厚
木
に
降
下
し
た
極
東
軍
総
司
令
官
D
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は

や
が
て
横
浜
を
経
て
東
京
に
進
駐
し
、
本
拠
を
丸
ノ
内
第
一
相
互
ビ
ル
に
置
い

た
。
8
・
2
9
、
ト
大
統
領
発
令
の
「
日
本
管
理
政
策
」
は
、
9
・
2
2
、
公
表
さ

れ
た
が
、
政
治
・
経
済
を
含
め
万
般
に
亘
り
、
始
め
て
被
占
領
体
験
を
味
わ
．
う

日
本
国
民
に
と
っ
て
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

 
9
・
1
5
、
急
転
し
た
時
勢
に
対
応
す
べ
く
、
文
部
省
は
「
新
日
本
建
設
ノ
教

育
方
針
」
を
発
表
し
、

ひD

]
来
の
「
軍
国
的
思
想
及
思
索
ヲ
沸
拭
シ
、
回
平
和
国
家
ノ
建
設
」
を
目
指

す
が
、
な
お
柱
に
は
「
益
々
国
体
ノ
護
持
二
努
ム
ル
」
面
が
強
調
さ
れ
て
お
り

戦
争
自
体
へ
の
反
省
に
は
未
だ
及
ん
で
い
な
い
。

 
連
合
軍
司
令
部
（
O
o
昌
興
巴
出
＄
山
O
舞
詳
Φ
諺
）
か
ら
、
年
内
に
標
せ
ら

れ
た
教
育
関
係
の
指
令
は
次
の
四
つ
。

 
2
0
・
1
0
・
2
2
、
日
本
教
育
制
度
の
管
理

 
2
0
・
1
0
・
3
0
、
教
員
及
び
教
育
関
係
者
の
資
格
に
つ
い
て
の
指
令

 
2
0
・
1
2
・
1
5
、
国
家
神
道
に
つ
い
て
の
指
令

 
2
0
・
1
2
・
3
1
、
修
身
、
日
本
歴
史
及
び
地
理
の
課
程
中
止
に
つ
い
て
の
指
令

ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
来
日
、
報
告
書
Y
勧
告

マ
司
令
部
の
要
請
で
ア
メ
リ
カ
本
国
よ
り
派
遣
さ
れ
た
〔
第
一
次
〕
教
育
使

昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見
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節
団
（
2
7
名
、
団
長
は
》
σ
U
．
．
ω
8
0
富
a
博
士
）
は
2
1
・
3
・
5
、
来
日
。

短
時
日
に
精
力
的
な
調
査
を
続
け
、
3
・
3
1
、
英
文
感
日
ぺ
の
報
告
書
を
提
出

し
て
帰
国
、
報
告
書
は
翌
四
月
七
日
、
東
京
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
同
時
に
発
表
さ

れ
た
。
要
点
は
四
つ
。

 
 
一
、
文
部
省
権
限
の
楓
本
的
縮
小
，

 
 
二
、
義
務
教
育
年
限
を
最
少
限
9
年
と
す
る

 
三
、
男
女
共
学
措
置
の
改
善

 
四
、
日
本
語
の
簡
易
化
、
特
に
文
字
の
改
革
を
行
い
、
ロ
ー
マ
字
を
採
用
す

 
 
 
る

 
勧
告
を
受
け
て
、
政
府
・
文
部
省
の
対
処
は
、

 
一
に
関
連
し
て
-
一
2
3
・
7
・
1
5
、
教
育
委
員
会
法
を
公
布
実
施
、
2
3
・
n
・

1
、
妬
都
道
府
県
及
び
5
市
・
2
4
町
村
で
発
足
し
た
。
そ
の
他
の
一
般
市
町
村

に
も
2
7
・
1
1
・
1
、
．
実
現
す
る
。

二
に
づ
い
て
1
新
た
に
学
校
教
育
法
が
2
2
・
3
・
筑
、
成
立
、
翌
4
月
よ
り

．
実
施
。
六
・
三
・
三
・
四
の
学
制
の
う
ち
、
小
学
校
六
年
に
加
え
て
、
第
二
段

、
階
の
新
制
中
学
校
（
三
年
）
が
義
務
制
と
し
て
2
2
・
5
、
発
足
し
た
。

三
の
共
学
制
-
一
-
六
・
三
の
義
務
制
で
は
当
然
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
高
校

で
も
三
原
則
の
一
と
し
て
強
調
、
大
学
に
も
実
現
し
た
。

 
．
な
お
2
0
・
1
2
・
5
文
部
省
は
「
女
子
教
育
刷
新
要
綱
」
を
発
表
、
女
子
に
高

 
等
教
育
機
関
を
開
放
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
女
性
に
関
し
て
は

 
2
1
・
1
・
2
4
、
公
娼
制
度
廃
止
（
マ
指
令
）

 
2
0
・
1
2
、
第
8
9
臨
時
議
会
は
婦
人
参
政
権
を
成
立
さ
せ
た
。
か
く
て
2
1
・
4

 
 
・
1
0
、
の
戦
後
初
の
総
選
挙
に
は
婦
人
の
立
候
補
者
7
8
名
、
そ
の
半
数
3
9
名

 
が
代
議
士
当
選
、
女
性
の
地
位
向
上
を
促
進
し
虎
。

四
に
つ
い
て
ー
ー
後
に
詳
述
す
る
。
 
（
3
～
9
ぺ
）

そ
の
他
、

の

政
府
・
文
部
省
の
執
っ
た
教
育
改
革
の
主
な
も

 
G
・
H
・
Q
、
の
教
育
に
関
す
る
四
指
令
や
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告

書
、
勧
告
な
ど
に
応
じ
、
新
教
育
指
針
を
発
表
す
る
。

 
策
一
分
冊
（
2
1
・
5
・
1
5
）
第
二
分
冊
（
2
1
・
6
・
3
0
）

 
 
第
一
部
 
前
ぺ
ん
、
新
日
本
建
設
の
根
本
問
題

 
同
附
録
（
2
1
・
7
・
1
5
）

 
 
先
の
四
教
育
指
令
を
、
和
文
と
英
文
と
で
印
刷
し
て
配
布
、
主
旨
の
徹
底

 
 
を
は
か
る

 
第
三
分
冊
（
2
1
・
1
1
・
1
5
）

 
 
第
一
部
 
後
篇
 
新
日
本
教
育
の
重
点

 
第
四
分
冊
（
2
2
・
2
・
6
）

 
 
第
二
部
 
新
教
育
の
方
法

 
日
本
函
憲
法
は
2
1
・
U
・
3
、
公
布
、
2
2
・
5
．
3
、
実
施
を
見
た
が
、
ま

た
内
閣
に
教
育
刷
新
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
国
会
の
審
議
を
経
て
2
2
・
3
・
3
1

教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
が
成
立
す
る
。

 
教
科
書
は
2
0
年
度
は
墨
ぬ
り
、
切
り
と
り
の
形
で
間
に
合
わ
せ
、
2
1
年
度
も

四
つ
折
1
6
ぺ
、
ま
た
は
3
2
ぺ
の
仮
印
刷
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
教
科
書
で
急
場
を
し

の
ぐ
。
2
2
年
度
は
暫
定
な
が
ら
3
4
冊
の
教
科
書
が
出
来
、
検
定
教
科
書
は
2
4
年

度
か
ら
出
現
す
る
。
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一
、
国
語
・
国
字
の
変
革
論

米
占
領
軍
は
管
理
用
語
と
し
て
「
英
語
」
専
用
を
強
制
す
る
こ
と
は
し
な
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
イ
い
メ
ン
ガ
リ
コ
ス
ム

つ
た
。
か
く
て
日
本
は
、
史
上
に
例
の
多
い
、
占
領
の
二
重
言
語
制
の
苦
し
み

を
味
わ
う
こ
と
な
く
し
て
済
ん
だ
。
但
し
先
述
し
た
よ
う
に
教
育
使
節
団
の
勧

告
に
は
、
日
本
語
の
改
良
に
触
れ
、
殊
に
漢
字
廃
止
、
ロ
「
マ
字
採
用
を
強
調

し
て
い
る
。
か
つ
国
内
か
ら
も
国
語
変
革
論
を
提
唱
す
る
者
あ
り
、
ま
た
進
ん

で
ロ
ー
マ
字
採
用
を
主
張
す
る
向
き
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
国
語
変
革
論
で
は

①
志
賀
直
哉
の
フ
ラ
ン
ス
語
採
用
説

 
直
哉
（
一
八
八
三
一
九
七
｝
）
の
「
国
語
問
題
」
は
敗
戦
直
後
、
2
1
年
4
月
号
の
改
造
（
9
4
1

97

ﾘ
）
に
載
る
。
 
（
全
集
巻
九
に
収
む
）
凡
そ
二
八
○
○
字
で
そ
の
要
旨
は
、

 
国
語
の
問
題
は
、
日
本
の
将
来
を
考
へ
れ
ば
一
番
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
私

 
は
日
本
の
国
語
は
不
完
全
で
不
便
で
あ
る
こ
と
を
、
四
十
年
来
の
文
筆
生
活

 
で
痛
感
し
て
き
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ん
な

 
国
語
を
改
革
す
る
必
要
は
皆
認
め
て
み
る
と
こ
ろ
で
、
最
近
そ
の
研
究
会
が

 
で
き
、
私
は
発
起
人
に
な
っ
た
が
、
今
ま
で
の
国
語
を
残
し
、
そ
れ
を
造
り

変
へ
て
完
全
な
も
の
に
す
る
と
い
ふ
事
に
は
私
は
悲
観
的
で
あ
る
。

 
そ
こ
で
私
は
此
際
、
日
本
は
思
ひ
切
っ
て
世
界
中
で
一
番
い
い
言
語
、
一
番

 
美
し
い
言
語
を
と
っ
て
、
そ
の
儘
、
国
語
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
と
考
へ
て
る

 
る
。
そ
れ
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
最
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
云
々
」

②
尾
崎
署
堂
の
国
語
・
国
字
改
革
論

昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見

讐
堂
（
一
へ
五
八
一
九
五
四
）
の
全
集
は
菊
版
十
二
冊
。
至
る
所
に
漢
字
の
節
減
、
廃
止
、

か
な
で
書
け
、
ロ
ー
マ
字
を
使
え
、
日
本
語
を
改
め
よ
、
の
論
が
見
え
、
敗

戦
後
は
特
に
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
一
、
二
の
例
を
あ
げ
る
と
「
わ
が
遺
言

」
 
（
昭
2
6
・
全
集
巻
十
）
に
、

私
が
九
十
才
に
し
て
よ
う
や
く
悟
り
、
か
く
告
白
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

ま
ず
日
本
人
の
こ
と
ば
と
文
字
と
を
改
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
…
…

文
字
と
こ
と
ば
は
、
や
は
り
外
国
語
、
外
国
文
に
よ
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
こ

と
を
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
：
ゼ
…

 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
り

と
説
く
。
そ
の
外
国
文
、
外
国
語
之
は
何
か
。

「
漢
字
亡
国
論
」
 
（
巻
十
、
捌
ぺ
…
…
）
に
漢
字
を
牛
車
、
ロ
ー
マ
字
を
自

動
車
に
比
し
、
 
「
禁
酒
よ
り
は
節
酒
の
方
が
難
し
い
」
の
だ
か
ら
、
漢
字
は

全
廃
せ
よ
と
言
い
、
言
葉
に
つ
い
て
は
、
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
旬

今
日
世
界
で
一
番
多
く
の
人
が
使
っ
て
み
る
の
は
英
語
だ
か
ら
、
も
し
列
国

が
か
た
く
な
な
国
家
主
義
的
な
誇
り
を
す
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
英
語
を

も
っ
て
世
界
共
通
語
と
定
め
、
各
国
と
も
に
こ
れ
を
第
二
国
語
と
し
て
そ
の

国
民
に
習
は
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
が
、
そ
れ
が
ひ
つ
か
し
い
な
ら
、
国

際
連
合
で
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
か
そ
の
他
の
新
造
語
を
国
際
語
と
定
め
て
、

こ
れ
を
連
合
加
入
国
全
部
に
、
第
二
国
語
と
し
て
教
へ
る
こ
と
が
世
界
平
和

の
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
と
思
ふ
。
云
々

 
因
み
に
氏
の
夫
人
は
、
英
国
人
を
母
と
し
て
生
れ
た
テ
オ
ド
ラ
さ
ん
で
あ

 
る
G

③
石
川
淳
の
英
語
説
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石
川
淳
（
一
．
ノ
ノ
㌔
ノ
）
は
浅
草
生
れ
の
作
家
。
 
「
普
賢
」
 
（
昭
1
1
一
芥
川
賞
）
な

 
ど
多
く
の
作
品
を
書
き
、
全
集
1
0
巻
あ
り
。
昭
和
3
0
年
代
に
国
語
問
題
に
関

 
し
二
、
三
の
発
言
を
し
て
い
る
。
3
3
・
4
・
1
0
～
1
2
の
東
京
新
聞
夕
刊
に

 
「
日
本
語
と
漢
語
」
を
書
く
。
第
三
日
目
の
見
出
し
は
「
英
語
を
国
語
に
す

 
べ
し
」
で
、
そ
の
結
語
に
い
う
、

 
「
も
う
余
良
が
無
い
の
で
、
て
こ
で
尻
き
れ
と
ん
ぼ
に
な
る
。
最
後
に
私
案

 
一
つ
。
日
本
は
よ
ろ
し
く
英
語
を
も
っ
て
国
語
と
す
べ
し
。
説
明
省
略
。
」

 
と
。

国
語
変
革
論
は
、
右
の
よ
う
に
二
、
三
の
提
唱
者
が
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
世
論

の
盛
上
り
は
無
か
っ
た
。

国
字
に
つ
い
て
は
ロ
ー
マ
字
論
が
敗
戦
直
後
か
ら
数
年
間
、
大
き
な
話
題
と
し

て
論
議
を
呼
ん
だ
。
2
1
年
に
出
た
国
内
論
調
の
新
聞
．
雑
誌
の
数
例
を
左
に
あ

げ
る
。

 
2
・
2
8
、
東
京
タ
イ
ム
ズ
社
説
一
新
し
い
政
治
と
ロ
ー
マ
字

 
4
・
1
1
、
読
売
の
社
説
-
大
衆
的
ロ
ー
マ
字
運
動
へ

 
 
右
両
社
説
と
も
、
 
「
政
党
が
と
り
あ
げ
、
国
会
で
論
ぜ
よ
。
」
と
結
ぶ
。

 
8
・
2
8
、
防
長
新
聞
の
社
説
一
改
革
に
勇
敢
な
れ

 
 
 
 
⊥
言
語
及
び
文
字
の
問
題
-

 
柴
田
武
氏
の
意
見
（
2
1
・
4
・
幻
、
大
学
新
聞
）

 
 
さ
き
に
決
論
を
述
べ
よ
う
。
け
P
き
ょ
く
将
来
の
国
字
は
ロ
ー
マ
字
に
な

 
 
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
国
語
・
国
字
の
多
く
の
問
題
は
、
ロ
ー
マ
字
に
よ
っ

 
 
て
す
べ
て
解
決
し
、
そ
し
て
今
こ
そ
願
っ
て
も
な
い
い
い
時
期
だ
と
思

 
 
う
。
云
云

 
日
本
評
論
6
月
号
「
こ
と
ば
の
革
命
」
特
集

思
潮
3
号
（
8
月
刊
）
 
「
国
語
改
革
の
諸
問
題
」
特
集

自
由
評
論
1
1
・
1
2
月
号
 
国
語
の
表
記
の
ロ
ー
マ
字
化

ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
（
2
1
・
4
・
7
、
発
表
）

の
ロ
ー
マ
字
採
用
勧
告

 
報
告
書
は
全
6
章
よ
り
成
り
、
第
2
章
で
国
語
・
国
字
の
改
良
を
と
り
上
げ

て
い
る
。
要
旨
に
い
う
、

 
日
本
語
は
大
部
分
、
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
漢
字
の
学
習
に
大
き
な

 
力
を
費
す
。
…
…
…
…
戦
争
に
刺
戟
さ
れ
て
、
多
く
の
外
国
人
が
白
本
の
言

 
語
及
び
文
化
の
研
究
を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
興
味
を
維
持
さ
せ
、
更
に
育
て

 
て
行
く
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
新
し
い
文
字
形
式
が
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

 
い
。
…
…
概
ね
三
ッ
の
国
字
改
良
案
が
討
議
さ
れ
て
い
る
。

 
 
-
、
漢
字
の
削
減

 
 
2
、
か
な
採
用

 
 
3
、
ロ
ー
マ
字
一
採
用

 
ロ
ー
マ
字
の
採
用
は
国
境
を
越
え
て
、
知
識
や
観
念
を
伝
達
す
る
こ
と
に
偉

 
大
な
る
貢
献
を
な
す
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
占
領
軍
側
か
ら
の
勧
告
は
強
い
力
を
持
っ
て
い
た
し
、
C
I
E
関
係
の

人
々
の
ロ
ー
マ
字
化
へ
の
意
欲
も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
、
倒
え
ば

石
森
延
男
氏
（
教
科
書
編
集
官
）
の
記

 
C
I
E
の
あ
る
係
官
は
、
日
本
語
の
教
科
書
は
廃
止
し
な
い
が
、
表
記
は
ロ

 
ー
マ
字
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
唱
し
た
。
ほ
と
ん
ど
そ
う
な
り
か
け

 
た
。
し
か
し
そ
の
係
官
も
帰
国
し
た
の
で
、
こ
の
強
い
主
唱
は
い
く
ら
か
緩
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岬
華
（
（
国
語
教
育
の
回
顧
と
展
望
7
7
ぺ
螺
職
撮
議
蔽
鶴
鋤
）
の
話
）

 
占
領
軍
民
間
情
報
教
育
局
（
C
I
E
）
の
ホ
ー
ル
少
佐
は
ロ
ー
マ
字
を
勧
め

 
た
。
自
分
は

 
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
は
ロ
ー
マ
字
の
こ
と
は
一
行
も
触
れ
て
な
い
。
：
一
…
我

 
々
に
任
せ
て
く
れ
。
」

 
と
言
っ
た
。
 
（
毎
日
紙
3
6
・
6
・
緬
、
国
語
問
題
と
そ
の
周
辺
ω
）

海
後
宗
臣
氏
（
教
育
学
者
東
大
勲
授
）
の
記

「
…
課
員
の
一
人
で
あ
っ
た
ホ
ー
ル
が
、
あ
る
日
私
を
呼
ん
で
、
来
年
〔
6
ム
α
〕

 
か
ら
日
本
の
新
聞
紙
も
雑
誌
も
、
学
校
の
教
科
書
も
、
す
べ
て
ロ
ー
マ
字
に

 
改
め
る
考
え
が
あ
る
が
、
自
分
は
ζ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
い
ろ
く
と
方

 
法
を
工
夫
し
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
…
…
ト
ル
コ
は
ロ
ー
マ
字
化
に
成
功
し

 
て
い
る
。
日
本
の
こ
の
複
雑
な
文
字
を
完
全
に
ロ
ー
マ
字
化
す
れ
ば
、
こ
れ

 
で
教
育
程
度
は
高
ま
り
、
新
聞
や
雑
誌
も
普
及
し
、
日
本
は
目
覚
し
い
文
化

 
の
発
展
を
示
す
に
違
い
な
い
。
…
…
と
C
r
E
の
ロ
ー
マ
字
化
政
策
を
私
に

 
話
し
か
け
た
。
 
（
教
育
学
五
十
年
…
…
．
ぺ
）

城
戸
幡
太
郎
氏
（
文
部
省
教
育
研
修
所
部
長
）
の
話

 
ア
メ
リ
カ
の
方
で
は
、
日
本
は
漢
字
を
使
っ
て
い
る
か
ら
文
盲
が
多
い
の
じ

 
や
な
い
か
。
だ
か
ら
ロ
ー
マ
字
に
し
ろ
。
…
・
：
そ
こ
で
文
盲
調
査
を
や
る
こ

 
と
に
な
り
、
そ
れ
を
お
前
や
れ
と
い
う
。
そ
れ
で
い
わ
ゆ
る
「
日
本
人
の
読

 
み
書
き
能
力
調
査
」
を
や
っ
た
。
 
（
言
語
生
活
4
7
年
5
月
号
、
8
8
～
9
5
ぺ
）

読
み
書
き
能
力
調
査
は
、
1
5
～
6
4
才
を
層
化
無
作
為
抽
出
法
で
一
二
、
○
○
八

人
を
選
び
、
2
3
・
8
、
実
施
し
た
。
綜
合
得
点
の
結
果
を
示
す
と
、

 
昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見

伽
2
鑓
鴛
第
爺
蹴

 
点
0
9
1
9
四
3
9
4
9
5
9
6
9
7
9
8
9
勲

 
 
 
 
 
 
一
 
［
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
 
 
 
満

 
得
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
蛾

調
査
に
従
事
し
た
一
人
、
金
田
一
春
彦
氏
の
話

 
こ
の
結
果
は
…
日
本
人
の
読
み
書
き
能
力
は
決
し
て
低
く
な
い
。
…
…
文
盲

 
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
れ
が
外
の
国
で
す
と
0
点
が
た
く
さ
ん
出
る
ん
だ

 
そ
う
で
す
。
向
こ
う
の
人
ば
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
ノ
キ
ョ
ゥ
イ
ク
 
タ
イ
ヘ
ン
ス

 
バ
ラ
シ
イ
ネ
。
」
と
言
っ
て
引
き
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。
 
（
図
書
4
6
年
1
2
月

 
号
5
3
1
5
5
ぺ
）

 
 
備
考
 
調
査
の
詳
細
は
後
に
ま
と
め
ら
れ
、
2
6
・
3
、
門
日
本
人
の
読
み

 
 
 
 
 
書
き
能
力
」
と
題
し
出
版
さ
れ
た
。
 
（
東
大
出
版
部
）

 
 
 
 
㈲
文
盲
率
を
各
国
に
見
る
と
、

 
 
 
 
 
日
本
2
％
、
ア
メ
リ
カ
6
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
4
0
％
、
イ
ン
ド
ア
4

 
 
 
 
 
％
、
イ
ラ
ン
8
0
％
、
…

 
 
 
 
㈲
報
告
書
で
は
日
本
人
の
8
5
％
が
小
学
校
教
育
だ
け
で
終
る
と
あ
る

 
 
 
 
 
が
今
日
（
4
7
年
度
）
で
は
逆
に
8
6
％
が
高
校
へ
進
学
し
て
い
る
。

第
二
次
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告
書

 
2
5
・
8
・
3
0
、
第
二
次
教
育
使
節
団
，
（
5
名
）
が
来
日
調
査
し
、
報
告
書
を

9
・
2
2
、
提
出
、
次
い
で
9
・
3
0
、
発
表
さ
れ
た
。
7
章
よ
り
成
る
。
第
6
章

に
「
国
語
の
改
革
」
に
触
れ
て
、
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文
部
省
は
現
在
（
一
8
0
岳
。
。
並
）
小
学
校
の
8
4
・
3
％
、
中
学
校
の
4
8
・
1

 
％
は
な
ん
ら
か
の
形
で
ロ
ー
マ
字
を
教
え
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。
．
．

 
国
語
改
革
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
勧
告
を
す
る
。

 
1
、
一
つ
の
ロ
ー
マ
字
の
方
式
が
最
も
た
易
く
一
般
に
用
い
ら
れ
得
る
手
段

 
 
 
を
研
究
す
る
こ
と

 
2
、
小
学
校
の
正
規
の
教
育
課
程
の
中
に
ロ
ー
マ
字
教
育
を
加
え
る
こ
と

 
3
、
大
学
程
度
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
字
の
研
究
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
・

 
 
 
師
が
ロ
ー
マ
字
に
関
す
る
問
題
と
方
法
と
を
、
教
師
養
成
課
程
の
一
部

 
 
 
と
し
て
研
究
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と

 
と
重
ね
て
ロ
ー
マ
字
教
育
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

前
掲
の
城
戸
氏
は
、
「
講
和
條
約
が
結
ば
れ
な
か
っ
た
ら
、
ロ
ー
マ
字
化
は
進

ん
だ
と
思
う
。
」
（
裾
）
と
言
っ
て
い
る
。

日
本
の
独
立

 
講
和
条
約
は
2
6
・
9
・
8
、
調
印
さ
れ
、
翌
2
7
．
4
．
2
8
、
発
効
し
て
日
本

・
は
こ
㌧
に
独
立
す
る
。
ア
メ
リ
カ
的
発
想
推
進
に
よ
る
ロ
ー
マ
字
論
は
一
応
終

止
符
を
打
つ
。

 
戦
後
日
本
の
ロ
ー
マ
字
教
育
の
動
き
は
左
の
如
し
。

21

E
6
、
文
部
省
に
ロ
ー
マ
字
教
育
協
議
会
設
置
（
会
長
i
、
土
岐
善
磨
）

21

E
1
0
・
2
0
、
同
製
よ
り
成
案
を
文
部
省
へ
提
出

22

E
1
・
2
0
、
文
部
省
は
小
学
校
、
．
中
学
校
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
教
育
実
施
要

 
項
を
発
表
し
、
「
ロ
…
マ
字
教
育
の
指
針
」
を
刊
行
す
る
。

 
 
ロ
ー
マ
字
の
綴
り
方
に
つ
い
て
は
、
服
部
四
郎
氏
の
「
国
語
ロ
ー
マ
字
の

 
 
綴
字
法
の
研
究
」
、
（
2
2
・
4
・
5
、
i
研
究
社
）
が
出
る
が
、
文
部
省
は

 
 
従
来
の
三
つ
の
綴
り
方
の
自
由
競
争
を
認
め
た
。
後
に
刊
行
さ
れ
る
教
科

 
 
用
図
書
検
定
基
準
第
一
章
第
六
節
第
四
項
に
い
う
、
．

 
 
1
の
㈲
 
ロ
…
マ
字
つ
づ
り
は
、
い
わ
ゆ
る
訓
令
式
〔
昭
和
1
2
年
の
内
閣

 
 
 
訓
令
〕
、
日
本
式
・
標
準
式
（
ヘ
ボ
ン
式
）
の
う
ち
、
い
つ
れ
を
用
い

 
 
 
て
あ
る
か

 
 
一
の
ω
 
い
つ
れ
の
式
を
採
用
す
る
に
当
っ
て
も
、
他
の
範
式
に
つ
い
て

 
 
 
の
知
識
を
与
え
る
よ
う
配
慮
さ
れ
で
い
る
か

22

E
4
・
1
、
小
学
校
第
四
学
年
以
上
に
お
い
て
、
年
4
0
時
間
、
ロ
ー
マ
字
必

 
修
と
な
る
。

 
国
立
教
育
研
究
所
は
、
2
2
年
度
の
調
査
事
業
と
し
て
「
ロ
ー
マ
字
教
室
の
実

験
」
を
と
り
あ
げ
、
2
3
-
2
4
年
度
も
継
続
し
た
。
2
4
年
度
の
全
国
実
験
学
級

 
は 

 
式
日
本
式
ヘ
ボ
ン
式
訓
令
式

 
 
級
数
 
3
3
 
 
 
7
 
 
 
1
8
 
 
計
5
8

28

E
3
・
1
2
、
「
ロ
ー
マ
二
つ
づ
り
方
の
単
一
化
に
つ
い
て
」
国
語
審
議
会
よ

 
り
文
部
大
臣
あ
て
建
議

28

E
8
・
3
1
、
文
部
省
通
達
i
「
小
中
学
校
の
ロ
ー
マ
字
学
習
に
つ
い
て
」

29

E
1
2
・
9
、
 
「
ロ
ー
マ
字
の
つ
づ
・
り
方
」
が
内
閣
訓
令
第
1
号
、
告
示
第
1

 
号
と
し
て
出
る
。
 
（
新
訓
令
式
と
い
う
。
）

43

E
4
、
小
学
校
指
導
要
領
改
訂
 
第
四
学
年
の
、
2
 
内
容
の
取
り
扱
い
の

 
条
、
ω
第
四
学
年
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
字
に
よ
る
日
常
ふ
れ
る
程
度
の
簡
単

 
な
単
語
の
読
み
書
き
を
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
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二
、
国
語
表
記
に
関
す
る
一
連
の
改
革

21

E
1
・
1
、
元
旦
の
詔
書
（
天
皇
の
人
間
宣
言
）
が
、
文
体
は
片
カ
ナ
、
文
語
な
が
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
詔
勅
と
し
て
は
始
め
て
句
読
点
を
つ
け
る
。

21

E
4
・
1
7
、
憲
法
改
正
草
案
（
内
閣
）
を
発
表
し
た
が
、
去
る
3
・
6
、
に
示

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
し
た
「
要
綱
」
が
庁
カ
ナ
、
文
語
の
文
体
だ
っ
た
の
を
改
め
て
、
平
が
な
、

 
む
 
 
む

 
口
語
と
し
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
日
文
部
省
で
、
省
内
関
係
官
出
席
の

 
も
と
に
、
第
一
回
文
部
省
用
語
改
良
打
合
会
（
1
後
に
官
庁
用
語
改
良
打
合

 
会
）
が
開
か
れ
、
翌
1
8
日
、
次
官
会
議
で
「
各
官
庁
に
お
け
る
文
書
の
文
体

 
に
闘
す
る
件
」
 
（
法
制
局
）
が
決
定
さ
れ
る
。
（
細
鵬
艦
の
舩
糊
叡
融
籍
の
の
盲
蛇
効
照
…

劒
縁
詮
豫
壕
き
、
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

21

E
5
・
7
、
第
9
0
臨
時
議
会
召
集
の
詔
書
（
5
6
字
）
及
び
6
・
2
0
、
開
院
式

 
 
む
 
 
む

 
の
勅
語
が
共
に
平
が
な
、
口
語
体
と
な
る
。
な
お
詔
勅
関
係
の
改
善
で
は
、

21

E
H
、
の
第
9
1
議
会
よ
り
、
詔
勅
な
ら
び
に
奉
答
文
に
、
当
用
漢
字
と
現
代

 
か
な
づ
か
い
を
用
い
る
。
ま
た
天
皇
が
自
称
に
「
朕
」
を
や
め
、
「
わ
た
く

 
し
」
を
用
い
ら
れ
る
の
は
、
2
2
・
6
、
の
第
一
回
国
会
か
ら
で
あ
る
。

21

E
H
・
3
、
日
本
国
憲
法
公
布
、
平
が
な
を
用
い
口
語
文
で
句
読
点
が
つ

．
く
。

 
之
よ
り
先
、
文
部
省
は
2
0
年
1
1
月
、
国
語
審
議
会
に
諮
問
し
て
、
漢
字
・
か

な
遣
い
の
検
討
を
進
め
て
い
た
。

 
、
1

漢
字
部
会
（
主
査
1
山
本
有
三
）
の
案
（
当
用
漢
字
表
）

昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見

 
昭
6
、
文
部
省
の
国
語
調
査
会
査
定
の
漢
字
数
は
一
八
五
八
字
（
う
ち
3
字
は
国
字
）
。

昭
2
0
・
7
、
現
在
の
国
民
学
校
国
語
科
教
科
書
の
漢
字
数
は
一
六
四
七
字
で
、

そ
の
読
み
替
え
は
三
一
一
八
。
之
に
対
し
、
G
H
Q
は
漢
字
数
を
一
五
〇
〇
位

に
圧
縮
せ
よ
と
示
唆
し
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
か
、
2
1
・
4
、
の
総
会
に
審

議
会
の
出
し
た
標
準
漢
字
案
は
一
二
九
五
字
。
こ
の
回
か
ら
委
員
と
し
て
出
席

し
た
山
本
有
三
氏
は
、

 
之
で
は
帯
に
短
か
し
裡
に
長
し
だ
。
一
般
社
会
用
と
義
務
教
育
用
と
分
け
て

 
考
え
て
は
ど
う
か
。

と
提
案
し
た
。
山
本
氏
は
そ
の
時
主
査
委
員
長
に
お
さ
れ
、
二
十
数
回
の
会
合

審
査
を
経
て
、
一
般
用
一
八
五
〇
字
（
略
体
＝
二
一
字
を
含
む
）
案
を
作
成
、

21

E
1
1
・
5
、
の
第
1
2
回
総
会
で
決
定
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
音
の
数
二
〇
〇
六

音
訓
総
数
三
＝
一
二
一

 
音
だ
け
の
凝
霜
〇
三
 
 
（
八
四
四
）
一

 
 一

訓
の
数
一
一
一
六

 
訓
だ
け
の
字
三
一
 
 
 
（
三
〇
）
i

 
音
訓
と
も
に
あ
る
も
の
一
二
八
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
九
七
六
）
一

一
金
O
字

審
議
資
料
と
し
て
山
本
氏
の
挙
げ
た
も
の
は
、

○
国
語
審
議
会
の
調
査
資
料
○
本
邦
常
用
漢
字
の
研
究
1
内
閣
印
刷
局
○
漢

字
使
用
度
数
対
照
表
一
国
語
協
会
○
新
聞
活
字
用
標
準
漢
字
の
研
究
1
朝
日

新
聞
社
○
大
西
雅
雄
の
「
基
本
漢
字
」
な
ど
の
使
用
度
数
に
関
す
る
も
の
○

漢
字
制
限
の
基
本
的
研
究
-
岡
崎
常
太
郎
○
新
聞
社
（
朝
日
・
毎
日
・
日
経

）
の
援
助
に
よ
る
調
査
資
料
な
ど
。
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2
、

か
な
遣
い
改
訂
案
（
主
査
-
安
藤
正
次
）

 
か
な
遣
い
の
改
正
統
一
を
研
究
し
、
現
代
語
音
に
基
づ
く
表
音
的
な
「
現
代

か
な
つ
か
い
案
」
を
作
成
、
2
1
・
9
・
2
1
、
の
審
議
会
第
1
1
回
総
会
で
決
定
し

た
。 

新
た
に
定
つ
た
右
の
漢
字
、
か
な
づ
か
い
の
両
案
は
閣
議
で
採
用
を
決
定
、

当
用
漢
字
表
、
現
代
か
な
つ
か
い
と
し
て
2
1
・
H
・
1
6
、
内
閣
訓
令
7
号
・
8

号
、
ま
た
告
示
3
2
号
・
3
3
号
で
公
布
さ
れ
た
。

 
こ
の
両
案
に
関
連
し
て
、
そ
の
後
に
決
定
・
改
廃
さ
れ
た
一
，
連
の
改
革
案
を

列
挙
す
る
と
、

22

E
9
・
2
9
、
第
1
3
回
審
議
会
総
会
は
当
用
漢
字
別
表
（
教
育
漢
字
表
）
当
用

漢
字
音
訓
表
を
決
定
（
2
3
・
2
・
1
6
、
内
閣
訓
令
、
同
告
示
1
・
2
号
）

23

E
6
・
1
、
第
1
4
回
総
会
で
当
用
漢
字
字
体
表
を
決
定
（
2
4
・
4
・
2
8
、
内

 
閣
訓
令
、
同
告
示
）

26

D
5
・
2
5
、
内
閣
訓
令
・
告
示
-
人
名
用
漢
字
別
表
（
9
2
字
目

29

E
3
・
6
、
当
用
漢
字
に
関
し
、
審
議
会
の
補
正
案

 
1
、
2
8
字
を
新
た
に
加
え
、
2
8
字
を
削
る
・

 
2
、
ω
音
を
加
え
る
字
 
回
字
体
を
改
め
、
訓
を
加
え
る
字

 
 
 
 
個
．
-
↓
個
．
．
力
 
燈
ト
ウ
↓
灯
殆

3
1
・
7
・
5
、
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
（
審
議
会
第
3
2
回
総
会
で
決
定
）

46

E
4
、
文
部
省
は
小
学
校
新
指
導
要
領
に
よ
り
、
教
育
漢
字
八
八
一
字
の
外

 
に
、
六
年
間
に
学
ぶ
漢
字
を
卍
字
ふ
や
し
て
鰯
字
と
す
る

46

E
1
2
・
2
0
、
第
十
期
国
語
審
議
会
は
、
こ
の
日
の
総
会
で
漢
字
部
会
（
部
長

 
一
岩
渕
悦
太
郎
）
提
案
の
当
用
漢
字
音
訓
表
改
定
案
を
承
認
、
一
，
八
五
〇
字

の
う
ち
、
…
…
字
に
つ
き
読
み
方
鍬
種
を
ふ
や
し
た
。

送
り
が
な
の
っ
け
方

○
戦
後
文
部
省
は
送
り
が
な
の
っ
け
方
（
案
）
 
（
2
1
・
3
、
教
科
書
局
調
査
課

国
語
調
査
室
編
）
を
出
し
、
省
内
お
よ
び
諸
官
庁
や
一
般
社
会
の
用
字
上
の
参

考
に
し
た
。

0
2
3
年
に
出
た
「
文
部
省
著
作
教
科
書
中
等
国
語
の
送
り
仮
名
」
は
、
2
1
・
H

の
「
中
等
教
科
書
表
記
の
基
準
」
を
基
に
し
て
い
る
。
各
出
版
社
は
検
定
教
科

書
の
編
集
の
基
準
と
し
て
用
い
た
。
 
 
 
 
 
 
，

34

E
7
・
1
1
、
国
語
審
議
会
の
「
送
り
が
な
の
っ
け
方
」
成
案
を
採
用
、
内
閣

 
訓
令
、
同
告
示
第
1
号
で
公
布
す
る
。

47

E
5
・
2
4
、
審
議
会
第
7
9
総
会
は
、
か
な
部
会
（
部
長
一
佐
々
木
八
郎
）
の

 
「
送
り
が
な
」
改
定
成
案
を
承
認

そ
の
他
の
、
国
語
改
善
に
関
す
る
動
き

23

E
1
2
・
2
0
、
・
国
立
国
語
研
究
所
の
設
置

横
書
き
 
2
4
年
、
内
閣
は
公
用
文
の
合
理
化
（
弾
唄
第
一
〇
四
号
）
で
、
横
書

き
に
つ
い
て
は
コ
定
の
猶
予
期
間
を
定
め
て
、
な
る
べ
く
広
範
囲
に
亘
っ
て

左
横
書
き
と
す
る
」
と
指
示
、
か
く
て
官
庁
に
も
民
間
に
も
左
横
書
き
が
普
及

す
る
。

24

E
7
、
国
語
審
議
会
の
改
組
-
第
一
期
発
足

○
国
語
問
題
要
領
（
国
語
白
書
）
発
表
一
2
5
・
6
、

○
法
令
の
用
字
・
用
語
の
改
善
に
つ
い
て
1
2
5
・
1
1
、

○
公
用
文
改
善
の
趣
旨
徹
底
に
つ
い
て
1
2
6
・
1
0
、
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○
公
用
文
の
左
横
書
に
つ
い
て
i
2
6
・
m
、

○
こ
れ
か
ら
の
敬
語
一
2
7
・
4
、

○
外
来
語
の
表
記
に
つ
い
て
1
2
9
・
3
・
1
5
、

改
革
に
対
す
る
反
応
、
批
判
、
希
望

 
当
罵
漢
字
、
現
代
か
な
つ
か
い
⑩
二
改
革
案
は
、
明
治
以
来
の
懸
案
を
実
現

し
た
も
の
で
、
幸
い
に
世
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
方
の
新
聞
、
雑
誌
も
進
ん
「

で
協
力
し
、
実
施
以
来
、
若
い
層
を
中
心
に
確
実
に
浸
透
し
て
い
る
。
・

 
占
領
下
に
国
語
・
国
字
改
革
を
勧
告
さ
れ
て
い
た
日
本
、
殊
に
当
事
者
と
し

て
の
文
部
省
に
は
、
之
ら
改
善
案
の
成
否
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
．
2
4
・

3
、
刊
の
腱
翻
巌
姫
つ
か
い
に
関
す
る
文
献
目
録
（
四
六
版
七
〇
頁
）
な
る
も
の
あ
り
、
中
に

 
こ
の
目
録
は
、
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
つ
か
い
の
普
及
状
態
を
知
る
た
め
の

 
資
料
と
し
て
、
そ
の
発
表
か
ら
昭
和
二
十
三
年
末
に
至
る
ま
で
の
、
両
者
に

 
関
す
る
新
聞
．
雑
誌
．
単
行
本
所
載
の
報
道
・
解
説
・
批
評
・
研
究
な
ど
の

文
献
の
題
目
を
集
録
し
た
も
の
。
と
あ
る
。

 
「
送
り
が
な
法
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
（
3
4
年
）
も
今
回
（
4
7
年
）
も
批
判

が
多
い
。
3
4
年
度
は
審
議
会
の
分
裂
騒
ぎ
は
あ
っ
た
が
、
内
閣
告
示
と
し
て
7

・
1
1
、
公
示
。
今
回
の
改
訂
案
も
異
論
の
あ
る
中
で
審
議
会
の
承
認
と
な
っ

た
。
国
立
国
語
研
究
所
の
「
送
り
が
な
意
識
の
調
査
」
に
左
の
表
が
あ
る
。

 
内
閣
告
示
「
送
り
が
な
の
っ
け
方
」
は

昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見

 
元
来
、
漢
字
の
問
題
・
か
な
づ
か
い
の
問
題
、
そ
し
て
送
り
が
な
の
問
題
は

異
質
の
も
の
だ
。
今
回
の
審
議
会
の
決
論
は
、
前
文
で
漢
字
、
か
な
交
り
文
を

日
本
の
伝
統
と
認
め
、
異
質
の
漢
字
表
と
が
な
つ
か
い
と
を
、
送
り
が
な
法
で

馳
結
ん
で
ま
と
め
た
形
で
あ
ろ
う
か
。

 
国
語
・
国
字
は
民
族
な
り
国
家
な
り
の
、
精
神
的
支
柱
で
あ
り
、
財
産
で
あ

る
。
既
習
既
得
の
成
人
に
は
、
日
々
他
と
交
流
す
る
重
宝
な
道
旦
ハ
で
あ
り
、
そ

れ
が
改
善
で
あ
っ
て
も
多
く
は
変
革
を
望
ま
な
い
。
然
し
次
代
国
民
の
為
に
、

国
家
・
民
族
百
年
の
，
計
の
為
に
は
、
改
む
べ
き
点
は
改
め
、
世
界
に
遅
れ
ぬ
策

を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
は
特
に
教
育
水
準
の
最
も
高
い
国
で
あ
る
。
改
革

を
図
る
と
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
綿
密
な
考
慮
と
長
い
長
い
年
月
を
か
け
て
や
る
」

覚
悟
が
必
要
だ
ろ
う
。
改
革
は
明
治
以
来
、
国
字
問
題
に
終
始
し
て
来
た
よ
う

だ
。
書
き
言
葉
と
共
に
、
之
か
ら
は
話
し
言
葉
の
面
一
日
本
語
の
音
韻
、
ア
ク
セ

ン
ト
な
ど
一
に
も
及
び
、
文
章
、
文
体
の
研
究
に
も
入
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
、

砺氏

q
国
内
・
国
外
に
お
け
る
日
本
語

教
育
の
種
々
相

 
戦
後
の
日
本
は
大
き
く
動
い
て
い
る
。

わ
れ
て
い
る
か
」
を
調
査
し
て
見
た
。

A
、
国
内
に
お
け
る
国
語
教
育

◎
1
、
通
常
の
国
語
教
育
に
つ
い
て
一

◎
2
、
特
殊
の
場
合
の
国
語
教
育

今
「
日
本
語
は
ど
こ
で
ど
ん
な
に
行

（
紙
幅
の
都
合
で
こ
の
項
は
省
略
）
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○
ω
小
笠
原
島
（
4
3
・
6
・
2
3
、
返
還
）
の
場
合

 
返
還
時
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
引
き
継
い
だ
義
務
教
育
該
当
児
は
4
4
名
、

語
教
育
を
略
述
す
る
と
、

4
3
・
5
・
2
4
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
修
了
式

 
（
従
来
は
「
ラ
ド
フ
ォ
ー
ド
提
督
学
校
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
）

4
3
・
ゐ
・
2
6
、
日
本
の
小
、
中
学
校
開
設

児童・生徒員教

43

E
6

小
2
3
人

．
中
2
1
人 44

E
3
卒
…
4
、
入

43

N
小
3
入

中
5
人

9
入
…
0
人

6
人
9
人

44

N
 
組寿

 
判

全5

3
．
卒．

   45

＋1年十1

7
人

6
人
 

そ
の
国

4
、
入
…
4
5
・
7
、
一
9
、

 
 
着
地
か
ら
帰
島
入
学

 
3
人
 
 
 
 
 
2
7
人

7
人
 
 
 
 
 
8
人

 
家
庭
-
母
親
の
％
が
日
本
系
、
父
親
は
欧
米
系
。
学
校
で
は
英
語
、
家
庭
で

の
言
葉
は
チ
ャ
ン
ポ
ン
。
之
に
新
し
く
国
語
を
教
授
す
る
に
は
苦
労
が
あ
っ

た
。
教
師
は
東
京
都
で
公
募
選
考
し
「
教
科
書
に
は
学
図
版
の
し
ょ
う
が
く
こ

う
 
こ
く
ご
、
長
沼
入
ク
ー
ル
か
な
カ
ー
ド
等
を
用
い
た
。
返
還
時
以
来
の
児

童
・
生
徒
の
為
の
別
編
成
・
特
別
学
級
制
は
、
4
7
年
度
は
中
学
校
に
だ
け
残
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 

て
い
る
が
、
4
8
年
度
は
解
消
す
る
予
定
。
最
近
は
帰
島
者
が
漸
増
、
現
在
の
住

民
一
、
二
〇
〇
人
。

 
○
回
朝
鮮
．
・
三
国
な
ど
か
ら
の
引
揚
子
弟
の
場
合

 
東
京
都
に
引
揚
げ
る
者
が
多
い
。
都
で
は
之
ら
子
弟
の
為
に
日
本
語
学
級
を

特
設
し
て
い
る
が
、
4
4
年
以
来
の
引
揚
世
帯
（
殆
ど
が
母
子
家
庭
で
困
窮
者
）

は
…
…
で
七
人
に
の
ぼ
る
。
4
7
年
度
の
日
本
語
学
級
は
、

小
学
部
は
葛
西
小
（
1
1
～
1
6
名
）

 
小
学
校
で
は
年
令
的
に
も
順
応
し
易
ぐ
、
特
別
教
育
の
期
間
も
3
～
4
ヵ
月

 
程
度
。

中
学
部
は
足
立
四
中
（
4
人
）
、
小
松
川
中
（
2
2
人
）
、
曳
船
申
（
1
2
人
）
の

 
夜
間
申
学
校
で
特
設
学
級
を
編
成
し
て
お
り
、
6
～
1
2
月
の
教
育
の
後
、
普

 
通
学
級
へ
移
行
す
る
。
一
学
級
二
担
任
（
専
任
教
師
と
担
当
教
師
）
制
で
生

 
徒
定
員
は
一
学
級
5
～
1
0
名
。
高
年
令
と
も
な
れ
ば
時
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

 
相
違
も
あ
り
、
生
活
の
為
の
家
庭
移
動
が
多
い
。
小
松
川
に
は
現
在
で
は
唯
、

 
一
つ
残
っ
た
引
揚
寮
の
ト
キ
ワ
寮
が
あ
り
、
身
寄
り
の
少
な
い
引
揚
者
は
こ

 
こ
へ
集
ま
り
易
い
。

 
 
備
考
一
（
イ
）
、
（
ロ
）
、
の
項
は
主
と
し
て
東
京
都
教
委
で
取
材
し
た
。

 
○
㈲
在
外
勤
務
か
ら
帰
国
し
た
人
の
子
藁
の
場
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
こ
の
ケ
ー
ス
を
「
帰
国
子
女
教
育
」
と
呼
ん
で
い
る
。
英
語
圏
に
居
た
人
が

多
く
、
家
庭
は
概
し
て
裕
福
だ
が
、
父
は
働
き
蜂
式
の
モ
ー
レ
ツ
家
、
母
は
と

か
く
英
語
支
持
者
型
が
多
い
と
い
う
。
現
在
（
4
6
-
4
7
年
度
）
は
東
山
小
・
中

玉
川
学
園
小
・
中
、
成
譲
小
・
中
、
双
葉
小
、
京
浜
女
大
附
属
小
、
桐
蔭
中
、

名
古
屋
陽
明
小
、
豊
中
上
野
小
、
芦
屋
精
道
小
が
文
化
庁
の
指
定
を
受
け
て
担

当
。
実
験
校
に
東
京
学
芸
大
大
泉
小
・
中
、
神
戸
大
附
属
住
吉
申
が
あ
る
。

東
山
小
学
校
の
「
帰
国
子
女
教
育
」
の
内
容

oD

w
 
導
 
法
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班
 
 
 
別

A
班
-
一
3
年

B
班
の
 
 
4
年

璽
B
班
口
5
1
6
年

 
時
 
期

毎
週
 
（
土
）

午
 
後

1
時
一
2
時

回
 
在
外
国
別
児
童
数

指
導
者

当
該
校

の
教
師

 
 
備
 
 
 
 
 
考

英
語
圏
か
ら
の
帰
国
者
が
多
い

の
で
、
莫
語
教
室
を
開
設
、
毎

週
（
火
）
（
木
）
の
1
5
時
1
1
6
時
に

指
導
す
る
。

指
導
者
は
ミ
セ
ス
・
グ
ロ
ー
ス

（］

?
w
ω
．
○
吋
o
o
ρ
）

ー
強
吟
控
⊥
三
三
・
丁

6
一
計
囎

英
 
 
語

畳
8
一
m
-
㎜
⊥
8
π54

フ
 
ラ
 
 
ン
 
ス

ド
イ
ツ
・
ス
へ
．
4
ン

ポ
ル
ト
ガ
ル

T
・
［
・
Z
・
■
・

】
⊥
・
†
■
⊥
4

計

10

@
1
07

13

11

@
1
4
 
6
5

な
お
こ
の
教
育
の
後
援
団
体
に
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
あ
り
、
機
関
誌

「
海
外
子
女
教
育
」
を
出
し
て
い
る
。
現
在
8
号
。

◎
3
、
国
内
に
お
け
る
外
国
人
学
校
の
日
本
語
教
育

④
 
韓
国
学
校

高
校
を
置
く
所
は
4
校
（
東
京
1
、
京
都
1
、
大
阪
2
、
）
で

京
都
韓
国
学
園
を
例
に
と
る
と
、
・

昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見

教
育
課
程
表

校学中

1凝蚕肇∴ 1年 2年 3年

国語陣  劃 5   5   5

外四這  語

k二信州語

14   4   4

@3   3  4

5
 
5

脚㎜

高 等 学 校（普通課程）

国己za一一s．”c麟国レ 語
国立 

国

4
▲
 
 
1
 
 
 
3

4
▲
 
 
1
 
 
2
 
 
 
1

4
．
 
 
'
正
 
 
3
 
 
 
1

A
 
話

語
 
日

英
英

認
 
甲

日

ざ
典

イ現
 
古

外国語

◎
 
北
朝
鮮
学
校

日
本
国
内
に
大
学
校
1
、
高
校
1
0
（
近
く
山
口
県
に
も
一
校
設
立
の
予
定
）
、
初
・
中
級
学
校
を
合
わ

せ
る
と
励
校
、
学
徒
四
五
余
あ
り
。
下
関
醐
級
学
校
の
例

 
教
育
課
程
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
小
学
校
）
 
 
 
（
中
学
校
）

一
！
厚
鮮
丁

2
 
 
 
馬
）
 
 
4
乙
 
 
＝
ノ
 
 
6

 
 
 
膏
本
語

外
国
語
一
・
…

 
 
 
ロ
シ
ア
語

■
三
三
三
三
四
四

藍

1四11

1四2
i四3
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⑳
 
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
 
調
布
市
に
在
る
↓
竃
訪
ヨ
。
ほ
8
昌

ω
O
『
O
O
一
駐
客
窓
昌
を
例
に
と
る
と
、

在
学
生
は
小
・
中
・
高
あ
わ
せ
て
一
、
二
〇
〇
名
、
教
員
は
凡
そ
一
〇
〇
人

（
そ
の
う
ち
約
一
割
が
日
本
人
）
、
7
1
年
度
の
運
営
費
は
柵
万
ド
ル
（
約
四

億
円
）
と
い
う
。
日
本
語
教
育
は
 
 
 
 
 
・

／
垂
丁
（
∠
 
 
 
3
 
 
 
4
ゐ
 
 
5
 
 
 
κ
∪

1繍

e  206分
  ユ71

防
柵
二
才

19・分1中1

95分1高

e
 
そ
の
他
、
カ
ナ
ダ
系
、
中
華
民
国
（
台
湾
）
系
な
ど
も
あ
り
、
東
京
都

が
認
可
し
て
い
る
こ
の
種
の
各
種
学
校
は
現
在
3
0
校
（
う
ち
3
校
が
休
止
）

で
北
朝
鮮
系
が
1
5
で
最
も
多
く
、
韓
国
系
2
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。

◎
4
、
外
国
か
ら
の
留
学
生
．

 
現
在
、
日
本
が
受
け
入
れ
て
い
る
各
国
か
ら
の
留
学
生
は
下
の
通
り
。
↓

（
4
7
年
版
-
文
部
統
計
要
覧
鴇
ぺ
）

 
因
み
に
国
費
外
国
人
留
学
生
制
度
は
昭
2
9
・
3
、
創
設
。
今
日
ま
で
に
世

界
6
0
余
国
か
ら
計
二
、
五
〇
〇
余
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

 
之
ら
留
学
生
は
大
学
入
学
に
先
立
ち
、
一
年
問
を
、
大
学
の
講
義
を
受
け

る
に
必
要
な
日
本
語
教
育
を
受
け
る
。
主
要
受
入
大
学
は
、
東
京
外
語
大
、

千
葉
大
、
大
阪
大
、
東
北
大
、
九
大
な
ど
。

東
京
外
語
大
を
例
に
と
る
と
、

 
附
属
日
本
語
学
校
i
定
員
6
0
人
（
寄
宿
寮
設
置
、
男
三
女
1
5
 
計
6
0
）
・

（昭47．1．1現在）

究臨床研修
464

312
23
4

11

18

38
58

3

2
1

地域別 専攻分野劉 留学生数b

部 研学三分区

2C2

177
21

2

669

49正

45
  4

13
18

39
59

数総

ア
東
カ
ァ
米
材
帰

 
 
リ
ニ

ジ
近
 
ア
 
南

 
 
フ
セ

ア
中
ア
オ
北
中
欧

学校基本調査）

（再掲）留学生
計 1国費｝私費

P 437

S 467

970

47五

906
410
455
195

622 3 815

518 2 949

104 ， 866

121 1 350

199 707
80 330
60 395

162 1 033

（4）日本の大学に在i籍する外国人学生 （46．5．1現在

大大学院i短学大計分区

903 4 437

209 3 467

694 970
357
112
  5

25
404

147五
  906

  410

  455

1 195

1 788

1 580

  208

756
408
224
214
186

8 527

6 851

1 676

4 119

1 674
  304

  947

1 483

11 218

8 640

2 578

5

2

1

2

232
194
533
186
073

一
系
学
薬
他

計
男
女
文
工
 
歯
の

｛
法
理
農
医
そ

 
国
費
留
学
生
へ
の
経
済
援
助
は
、
○
渡
日
旅
費
（
二
等
航
空
券
）
○
渡
日

一
時
金
二
、
五
万
円
○
奨
学
金
は
（
月
額
）
騨
二
手
響
牲
遺
託
衛
万
円
○
研
究
旅

費
（
年
額
）
三
万
円
○
授
業
料
等
の
免
除
○
下
宿
の
場
合
、
月
額
六
千
円
補
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助
○
帰
国
旅
費
（
二
等
航
空
券
）

 
授
業
科
目
「
年
間
授
業
時
数

○
そ
の
他

年
間
授
業
時
数

授
業
科
目
日
本
語
専
攻
．

 
 
 
 
文
科
専
攻

理
科
専
攻

備

考

日
本
語
＝
、
時
駝
上
一
、

筆
墨
八
・
〃
㎝

睦
騰
L

八
○

〃

外
鼠
穴
＝
七
・
〃

八
○
 
〃

「英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
う
ち
・

か
ら
一
科
目
選
択

数
 
 
学
 
八
○

〃
＝
七
・
〃

社
会
＝
．
○
，
〃

理
 
型

＝
七
〇
 
〃

物
理
、
化
学
、
生
物
の
う
ち

か
ら
二
科
目
選
択

B
、

外
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
。
日
本
語
研
究

◎
1
、
日
本
人
学
校
・
日
本
語
塾

 
○
イ
、
在
外
子
弟
の
た
め
の
日
本
語
教
育

 
 
在
外
勤
務
の
日
本
人
は
、
家
族
を
含
め
て
凡
そ
八
万
人
う
そ
の
一
割
の
約

 
 
八
千
入
が
義
務
教
育
該
当
者
で
あ
る
。
外
務
省
領
事
課
の
話
で
は
、

 
 
施
-
全
日
制
日
本
人
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
る

鷲
踊
塾
～
．
麟
麟
盟
学

 
 
教
科
書
は
無
償
、
国
が
財
団
に
委
托
し
て
日
本
か
ら
発
送
す
る
。
な
お
個

昭
和
敗
戦
後
の
国
語
政
策
・
国
語
問
題
に
関
す
る
二
、
三
の
管
見

 
人
教
授
の
場
合
は
通
信
教
育
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
ロ
、
日
系
人
子
弟
の
た
め
の
日
本
語
教
育

 
移
民
に
よ
る
日
系
人
の
多
い
所
は
、
例
え
ば
明
治
元
年
か
ら
始
ま
る
ハ
ワ

 
イ
（
約
2
0
万
人
）
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
大
正
期
か
ら
。
約
5
0
万
人
目
な
ど
で
、

 
子
弟
の
為
の
日
本
語
学
校
に
は
熱
を
入
れ
て
い
る
。

 
然
し
そ
の
数
も
意
識
も
次
第
に
低
下
の
傾
向
で
、
野
元
菊
雄
氏
は
、

 
…
日
本
人
は
他
民
族
に
比
べ
て
母
国
語
を
捨
て
る
の
が
早
い
の
で
は
な
い

 
か
。
…
…
6
0
年
の
歴
史
し
か
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
、
移
民
の
日
本
語
は
三

 
世
で
消
滅
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
…
…
（
海
外
子
女
教
育
2
号
2
8
ぺ
）

 
と
い
っ
て
い
る
。

○
ハ
、
外
国
人
の
日
本
語
学
校
・
日
本
語
塾

 
韓
国
・
台
湾
で
は
・
中
年
以
上
は
日
本
語
を
理
解
で
き
る
人
が
多
い
が
、

 
最
近
で
は
日
本
の
経
済
発
展
で
商
取
引
は
盛
ん
で
あ
り
、
外
国
入
観
光
客

 
の
8
5
％
が
日
本
人
な
の
で
、
若
い
人
達
に
も
日
本
語
学
習
が
流
行
し
、
日

 
本
語
雑
誌
「
ア
ジ
ア
評
論
」
 
（
月
刊
）
も
誕
生
、
特
に
ソ
ー
ル
で
は
モ
グ

 
リ
営
業
だ
っ
た
6
0
余
の
日
本
語
学
院
が
、
最
近
1
3
校
は
公
認
さ
れ
る
な
ぜ

 
し
て
大
繁
昌
と
い
う
。
 
 
 
 
 
、

◎
2
、
外
国
語
学
習
と
し
て
日
本
語
を
と
り
あ
げ
る
例

○
イ
、
高
校
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
フ
ラ
ン
ス
な
ど
既
に
と
り
あ
げ
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
特
に
韓
国
で
は
、

 
朴
政
権
の
指
示
で
来
年
度
か
ら
高
校
の
第
二
外
国
語
と
し
て
実
施
さ
れ

 
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
全
国
嘘
高
校
の
う
ち
、
4
3
％
の
…
…
校
が
採
用
す

 
る
予
定
だ
と
い
う
。
．
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○
口
、
大
学
・
教
育
機
関

 
外
務
省
の
調
査
で
は
、
外
国

 
人
を
対
象
と
し
た
海
外
に
お

 
け
る
日
本
語
教
育
施
設
病
は

 
術
、
そ
の
学
習
者
は
、
ラ
ジ

 
オ
日
本
語
講
座
の
聴
取
者
を

 
加
え
る
と
1
0
万
人
に
も
達
す

 
る
と
い
う
。

 
 
参
毒
書

○
世
界
の
日
本
語
教
育
機
関
一

 
覧
一
外
務
省
文
化
事
業
部

○
寄
贈
日
本
研
究
講
座
の
現
況

 
-
外
務
省
文
化
第
二
課

機関数「教師数1学生数地域名
24， 961

20，731

4， 789

2， 595

3， 506

    33

    34

h

537

814

164

231

139

  3

2
1

232

246

76

80

80

  2

  1

ア
米
米
州
州
東
カ

ジ
南
 
洋
近
四

ア
北
中
欧
大
中
ア

， 890 56， 649717計A口

○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
学
-
寺
川
喜
四
男
 
な
ど

◎
3
、
放
送
さ
れ
る
日
本
語

○
ω
現
在
N
H
K
の
国
際
放
送
は
、
全
世
界
に
向
け
、
一
日
延
べ
3
7
時
間
、

 
2
3
種
の
言
葉
で
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
や
さ
し
い
日
本
舞
」

 
（
初
級
・
中
級
）
が
あ
る
。

 
 
 
放
送
地
域
 
 
 
，
 
 
 
 
…
、
週
1
～
2
回
（
1
5
分
ず
つ
）

○
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
 
 
 
向
け
 
…
や
さ
し
い
日
本
語

○
北
米
東
部
 
 
 
 
 
 
 
 
〃
 
．
…
〃
 
 
 
（
初
．
中
級
）

○
中
南
米
・
北
米
西
部
・
ハ
ワ
イ
〃
 
 
…
〃
 
 
 
 
〃

○
欧
州
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〃
 
ω
…
〃

○
欧
州

○
南
米

○
豪
州
・
ニ
ュ
！
ジ
ラ
ン
ド

○
ア
ジ
ア
大
陸

○
〃

○
〃

○
〃

○
東
南
ア
ジ
ア

○
〃

○
〃

○
〃

○
南
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

〃向
  け
  （2）

〃初
  級

〃〃〃〃〃〃〃〃
〃
㈲
続
一

〃

続 （3） （2） （1） （4） （3） （2） （1）

〃〃〃〃〃〃！！ ！！ 11〃

中
級

〃〃

 
テ
キ
ス
ト
は
言
語
別
に
数
十
種
が
作
ら
れ
て
お
り
、
希
望
者
へ
は
無
料
送

 
呈
し
て
い
る
と
い
う
。

○
回
外
国
か
ら
の
日
本
向
け
日
本
語
放
送
は
、
郵
政
省
電
波
管
理
局
で
の
取

 
材
に
拠
れ
ば
、
大
略
左
の
如
し
。
 
（
7
1
・
5
・
現
在
）

 
イ
ギ
リ
ス
 
ア
メ
リ
カ
 
ソ
ビ
エ
ト
 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 
バ
チ
カ
ン

 
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
 
エ
ク
ア
ド
ル
 
フ
ィ
リ
ピ
ン
 
中
華
人
塁
ハ
和
国
 
中

 
華
民
国
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
 
大
韓
民
国
北
ベ
ト
ナ
ム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
7
・
9
・
7
、
記
）
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